
人間社会学部／総合人間社会コース 職名 准教授 氏名 中村晋介 
 
１．教員紹介・主な研究分野   
 1.若者の意識・世代間ギャップに関する研究：「他者」を理解するための技法を洗練させてきた 

社会学や社会人類学に基づいて，現代の日本に生きる若い世代の社会意識（恋愛観，社会観，就業観，

インターネットに対する意識など）の解読を試みています． 
2.ジェンダー論・結婚観に関する研究：日本社会における「女性の社会進出」や「非婚社会の行く末」

について，社会学的な観点から研究しています． 
 
２．研究業績 
 ① 最近の著書・論文 
・ 中村晋介「クラブ・ギャル系」女子学生のジェンダー観・性差観」『福岡県立大学人間社会学部紀要』

vol.33-1:17-32，2024 年 10 月． 
・ 「女子大学生・専門学校生のファッション選好――2017 年度の調査より」『福岡県立大学人間社会学

部紀要』Vol.32-1:1-20，2023 年 10 月． 
 
 ②その他最近の業績 
 <学会発表> 
・  
・  
・  

 
 ③過去の主要業績 
・ 中村晋介「女子大学生・専門学校生の恋愛積極性・恋愛観に関する比較研究」『現代の社会病理』 

No.34:75-89，2019 年 10 月． 
・ 中村晋介「日本人がオリンピックで日本代表を応援するのは当たり前か？」友枝敏雄ほか編『社 

会学で描く現代社会のスケッチ』みらい:47-55，2019 年 8 月 
・ 中村晋介「大学生と恋愛――恋愛に対する積極性の促進要因と阻害養親に着目して」『現代の社 

会病理』No.31:95-108，2016 年 10 月． 
 
３．外部研究資金 

 

 

 
４．受賞 

 
 

 



５．所属学会 

 
日本社会学会，日本社会病理学会，日本発達心理学会，日本青年心理学会，日本家政学会，日 
本社会分析学会，西日本社会学会 

 
６．担当授業科目 

 

プレ・インターンシップ・2 単位・1 年・前期，教養演習・1 単位・1 年・前期，社会調査法・ 
2 単位・1 年・後期，社会学史Ⅰ・2 単位・2 年・前期 ，社会学史Ⅱ・2 単位・2 年・後期，質 
的調査法・2 単位・2 年，後期 ，現代社会論Ａ（ジェンダー・世代）・2 単位・2 年・前期，グ 
ローバル社会論・2 単位・2 年・後期，日本事情Ａ・2 単位・留学生，前期，福祉専門職特講・ 
2 単位・3～4 年・後期 

 
７．社会貢献活動 

 

川崎町子ども・子育て会議 議長 
福岡県立飯塚研究開発センター 入居審査委員 
NPO 福祉用具ネット 理事 
九州大学社会学同窓会 常任幹事 
筑豊市民大学 アドバイザー 

 
８．学外講義・講演 

 
「知っているようで知らないオリンピック」筑豊市民大学，2024 年 7 月 20 日 
「占いはなぜ『あたる』のか」春日高等学校，2024 年 9 月 11 日 

 
９．附属研究所の活動等 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


